
本講座の特徴
インストラクショナルデザイン
理論に基づくプログラム

実践的な教育企画書

仲間から学ぶ「大人の学び場」

ビジネス I Dエキスパート
認定の授与

日程

認定基準

会場

定員

受講料

187,000 円（税込）

ご推奨

コンピテンシーベースでの研修設計ができるようになる
スキルが身につきます。

実践的な IDに基づく教育企画書の完成がゴールです。
明日からすぐ使えます！

自分の経験を振り返る場でもあり、加えて他社との
ディスカッションから多くの気づきが得られます。

企業内教育で IDが活用できる教育専門家の証です。
名刺に記載頂けます（ＪＥＩＥＬ認定 *）
*JEIEL：一般財団法人 日本教育学習評価機構

第17期  2 0 2 4 / 0 9 / 2 6 ( 木 ) , 1 0 / 2 4 ( 木 ) , 1 1 / 2 8 ( 木 )

ビジネスIＤ講座

企業内教育における効果的・効率的・魅力的な
研修デザインの手法を学べます !!!

Business Instructional Design®

航空業界の教育担当者が対象です

・訓練を企画する人
・訓練の講師（インストラクター）

当面の間Zoomにてオンライン開催

各期 10名

航空業界編

※原則1社2名以上での参加をお願いいたします

全３回ともに9:30~17:00

講座に全参加と教育企画書のプレゼンテーション内容、
課題・最終レポート提出の評価により認定

＊教育企画書はご自身の研修企画を1つ取り上げて作成頂きます

運航業務の分析
訓練ニーズの分析
航空機乗組員として求められる
コンピテンシーの設定

訓練で使用する教材の作成
試験方法、運航シナリオ及び
評価シート等の作成

教官及び評価者の任用訓練
航空機乗組員に対する訓練の実施
訓練対象者のパフォーマンスを分析し、
グレーディングを実施
これに基づき、航空乗組員としての
コンピテンシーを評価

コンピテンシーの評価を行う手法の設定
ＩＳＤの考えを取り入れたカリキュラム、
訓練シラバスの設計

コンピテンシーの評価に
係るデータに基づき、
カリキュラム効果を評価
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SLHTDMC2107

KeyWord

プログラムの概要

受講生の声

お申込

技術の進歩によりパイロットに求められる能力も変化する中、平成29年3月にCBTAプログラムに関する基準が導入されました。同プログラム
導入において必要となるISDの理解を深められる講座です。
Day１ではパイロットの訓練・審査の設計を行う企画担当者に必要な知識を習得することが可能です。Day2/３では実際にご自身がプログラム
構築の際に必要となる「教育企画書」の設計を実際に描きながらプレゼンテーション・ファシリテーションの実演を経て実践力を養います。３日間
ともワークショップ形式で「楽しく」学ぶことができます。

ADDIEモデル・アダルトラーニング・メーガーの3つの質問・カークパトリックの4段階評価モデル・HPI・メリルの第一原理・ガニエの9教
授事象・折衷主義・コンピテンシー・ケーススタディ・ARCSモデル・GBS理論・アセスメント・PM・PLE・レイヤーモデル・ブレンディッドラ
ーニング・CBTA・パイロットの5つ星デザイン・コーチング・ファシリテーション・経験学習モデル・ワークプレースラーニング・ISD

ビジネスID講座≪航空業界編≫
専用お申込ページ
www.slhtdmc.co.jp/school/bid-airlines-course/

サンライトヒューマンTDMC（株）
TEL： 03-5577-2251
Mail:  info@slhtdmc.co.jp

・鈴木先生文献

・イベントレポートを読んで、今後のパ
イロット教育について考えたこと、ID
について学んだことをメモしてくる

S1：イントロダクション   ～Learning Innovation～

S2：インストラクショナルデザイン総論
 ～出入口を考える～

S3：Gap分析とTraining Goal

S4：インストラクショナルデザイン各論①

S5：研修計画書の作成
 ～より効果的・効率的・魅力的に～

S6：まとめ

CBT/EBTとIDのつながりが、ようやく見えて
きたように思います。現行の殆どの教育、訓
練がIDにより見直されるべきだと思えてきま
した。

ID教育を学べたことに満足しています。今ま
ではその時に感じたことや思いつきで指導・
教育を行っていたが、それを見直す良い機会
になりました。

経験学習モデルを参考に、またその時に合
った理論を使い、訓練生が自ら学び成長で
きる環境を作っていきたいと思います。

運航乗員部兼訓練審査部 路線教官 運航乗員部 査察操縦士 訓練審査部 SIM/LOFT教官

S1：私たちのあるべき姿　

S2：インストラクショナルデザイン各論②
 ～認知主義的ID：高校講座を題材に～

S3：インストラクショナルデザイン各論③
 ～構成主義的ID：GBS理論他～

S4：教育企画書づくり
 ～教育のグランドデザインを描く～

S5：まとめ

S1：イントロダクション　

S2：教育企画書発表会
 ～ファシリテーション～

S3：自ら学ぶ・動く
 ～学習環境をデザインする～　

S4：トレーニング・プロジェクト
 ～人、スケジュール、予算～

S5：総まとめ

・研修計画書の作成

・eラーニングの分析

・教育企画書の作成

・発表資料の準備

・最終レポート

・教育企画書の改善版

・コンピテンシーの自己評価

代表講師
サンライトヒューマンTDMC株式会社　代表取締役

森田　晃子
薬剤師
熊本大学大学院　教授システム学　非常勤講師
日本イーラーニングコンソシアム　eLP研修委員
ラーニングデザイナー／パフォーマンスコンサルタント／eラーニングコンサルタント／テストデザイナー

人材教育のデザイナーや、教育コンサルタント、研修ファシリテーターとして、製薬企業を始めとし、航空・製造業など数多くの業界で人材
開発のプロジェクトに携わっている。BIDの実践方法を提供してきた会社は100社以上、4000名を超える。

①
Homework

Day1
集合研修

②
Homework

Day2
集合研修

③
Homework

Day3
集合研修

最終課題 認定

お問合せ

プログラム内容


